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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 ４ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 5 年 2 月 2 0 日 ( 2 0 2 3 . 2 . 2 0 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 2 - 1 1 3 0 8 0 ( P 2 0 2 2 - 1 1 3 0 8 0 A )
【 公 開 日 】 令 和 4 年 8 月 3 日 ( 2 0 2 2 . 8 . 3 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 2 - 1 4 1
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 1 - 4 2 9 4 3 ( P 2 0 2 1 - 4 2 9 4 3 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｈ ０ ２ Ｊ 7 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 4 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 4 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ ２ Ｊ 7 / 0 0 　 　 　 Ｂ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 4 4 　 　 　 Ｐ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 4 8 　 　 　 Ｐ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 1 2 月 2 2 日 ( 2 0 2 2 . 1 2 . 2 2 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 例 え ば 、 電 気 自 動 車 、 電 動 バ イ ク 、 電 動 自 転 車 、 太 陽 光 発 電 、 風 力 発 電 等  
に 用 い ら れ る 充 放 電 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 、 例 え ば 電 気 自 動 車 、 も し く は ハ イ ブ リ ッ ド 車 は 、 そ れ に 積 載 す る イ オ ン 電 池 、 固  
体 電 池 等 の 電 池 の 性 能 開 発 、 も し く は 小 型 化 に 注 目 さ れ 、 そ の 効 率 利 用 に 対 し て は 余 り 注  
意 が 払 わ れ て い な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば ハ イ ブ リ ッ ド 車 は 、 車 輪 の 回 転 に よ り 発 電 す る 発 電 機 の 発 電 電 力 を 、 例 え ば 、 イ  
オ ン 電 池 で 充 電 し 、 エ ン ジ ン の 補 助 動 力 と し て 使 用 し て い る が 、 こ の 補 助 動 力 と し て 使 用  
し て い る 間 、 車 輪 の 回 転 力 に よ り 充 電 可 能 な 発 電 電 力 を 使 用 し て お ら ず 効 率 が 悪 い 課 題 が  
あ っ た 。
　 ま た 、 現 状 の 電 気 自 動 車 は 蓄 電 池 の 保 有 電 力 の み に 頼 っ て い る た め 、 蓄 電 池 の 容 量 が 非  
常 に 大 き く 、 走 行 距 離 が 短 く 、 重 量 並 び に 体 積 が 大 き く な り 非 効 率 で あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 そ れ ぞ れ 交 互 に 放 電 し 、 交 互 に 充 電 す る 第 一 ， 第 二 の 充 放 電 器 と 、
　 第 一 の 充 放 電 器 の 放 電 中 、 第 一 の 充 放 電 器 の 保 有 電 力 量 が 所 定 量 以 下 に な る か 、 も し く  
は 、 第 二 の 充 放 電 器 の 充 電 中 の 保 有 電 力 量 が 所 定 量 以 上 に な る と 、 第 一 ， 第 二 の 充 放 電 器  
の 充 放 電 状 態 を そ れ ぞ れ 切 り 替 え る 制 御 装 置 と を 備 え る こ と に よ り 、 充 電 可 能 な 電 力 を 有  
効 に 利 用 し 、 第 一 ， 第 二 の 充 放 電 器 の 容 量 の 小 型 化 を 図 っ た も の で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ は こ の 発 明 の 車 載 型 の 一 実 施 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 線 図 で あ る 。
　 図 １ に お い て 、 第 一 の 充 放 電 器 １ は 、 正 極 端 子 ２ と 負 極 端 子 ３ と を 備 え 、 車 輪 を 駆 動 す  
る モ ー タ ー ４ に 放 電 し 、 車 輪 の 回 転 に よ り 発 電 す る 発 電 機 ５ か ら の 電 力 を 充 電 す る 。 第 二  
の 充 放 電 器 ６ は 、 正 極 端 子 ７ と 負 極 端 子 ８ と を 備 え 、 車 輪 を 駆 動 す る モ ー タ ー ４ に 放 電 し  
、 車 輪 の 回 転 に よ り 駆 動 さ れ る 発 電 機 ５ か ら の 電 力 を 充 電 す る 。 第 一 の 保 有 電 量 検 出 装 置  
９ は 、 第 一 の 充 放 電 器 １ の 保 有 電 力 量 を 検 出 す る も の で 、 そ の 保 有 電 力 量 が 満 杯 時 に 出 力  
を 発 生 し 、 第 一 の 充 放 電 器 １ を 放 電 状 態 に し 、 第 二 の 充 放 電 器 ６ を 充 電 状 態 に す る 出 力 を  
発 生 す る 端 子 １ ０ と 、 モ ー タ ー ４ の 始 動 開 始 後 、 第 一 の 充 放 電 器 １ の 保 有 電 力 量 が 所 定 量  
少 な く な っ た 時 に 出 力 を 発 生 し 、 強 制 的 に 第 一 ， 第 二 の 充 放 電 器 １ ， ６ の 充 放 電 状 態 を 切  
り 替 え る 出 力 を 発 生 す る 端 子 １ １ と 、 端 子 １ １ の 出 力 発 生 後 、 再 度 端 子 １ １ が 出 力 を 発 生  
し な い 様 に 制 御 さ れ た 状 態 で 、 第 一 の 充 放 電 器 １ の 保 有 電 力 量 が 少 な い 状 態 の 場 合 に 出 力  
を 発 生 す る 端 子 １ ２ と 、 さ ら に 端 子 １ ０ ， 端 子 １ １ ， 端 子 １ ２ と が 出 力 を 発 生 し な い 様 に  
制 御 さ れ た 状 態 で 、 第 一 の 充 放 電 器 １ の 保 有 電 力 量 が 最 低 状 態 に 達 し た 場 合 に 出 力 を 発 生  
す る 端 子 １ ３ と を 備 え て い る 。 第 二 の 保 有 電 力 量 検 出 装 置 １ ４ は 、 第 二 の 充 放 電 器 ６ の 保  
有 電 力 量 を 検 出 す る も の で 、 そ の 保 有 電 力 量 が 満 杯 時 に 出 力 を 発 生 す る 端 子 １ ５ と 、 第 二  
の 充 放 電 器 ６ が 放 電 状 態 で そ の 保 有 電 力 量 が 少 な く な っ た 場 合 に 強 制 的 に 第 一 ， 第 二 の 充  
放 電 器 １ ， ６ の 充 放 電 状 態 を 切 り 替 え る 出 力 を 発 生 す る 端 子 １ ６ と 、 端 子 １ ５ ， 端 子 １ ６  
が 出 力 を 発 生 し な い 様 に 制 御 さ れ た 状 態 で 、 第 二 の 充 放 電 器 ６ の 保 有 電 力 量 が 最 低 状 態 に  
達 し た 場 合 に 出 力 を 発 生 す る 端 子 １ ７ と を 備 え て い る 。 制 御 装 置 １ ８ は 、 第 一 の 保 有 電 力  
量 検 出 装 置 ９ と 第 二 の 保 有 電 力 量 検 出 装 置 １ ４ と の 出 力 に よ り 、 ス イ ッ チ １ ９ ， ２ ０ ， ２  
１ ， ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ５ ， ２ ６ を 開 閉 し て 、 第 一 ， 第 二 の 充 放 電 器 １ ， ６ の 充 放 電 状  
態 を 切 り 替 え 制 御 す る 。 表 示 灯 ２ ７ は 端 子 １ ３ ， １ ７ の 出 力 に よ っ て 点 灯 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 一 の 充 放 電 器 １ と 第 二 の 充 放 電 器 ６ の 充 電 回 路 は 次 の 通 り 形 成 さ れ る 。
　 第 一 の 充 放 電 器 １ の 充 電 回 路 は 、 発 電 機 ５ → ス イ ッ チ １ ９ → 正 極 端 子 ２ → 負 極 端 子 ３ →  
ス イ ッ チ ２ ２ → 発 電 機 ５ で 構 成 さ れ 、 第 二 の 充 放 電 器 ６ の 充 電 回 路 は 、 発 電 機 ５ → ス イ ッ  
チ ２ ３ → 正 極 端 子 ７ → 負 極 端 子 ８ → ス イ ッ チ ２ ６ → 発 電 機 ５ で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 一 の 充 放 電 器 １ と 第 二 の 充 放 電 器 ６ の 放 電 回 路 は 次 の 通 り 形 成 さ れ る 。
　 第 一 の 充 放 電 器 １ の 放 電 回 路 は 、 正 極 端 子 ２ → ス イ ッ チ ２ ０ → モ ー タ ー ４ → ス イ ッ チ ２  
１ → 負 極 端 子 ３ で 構 成 さ れ 、 第 二 の 充 放 電 器 ６ の 放 電 回 路 は 、 正 極 端 子 ７ → ス イ ッ チ ２ ４  
→ モ ー タ ー ４ → ス イ ッ チ ２ ５ → 負 極 端 子 ８ で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 次 に こ の 動 作 を 説 明 す る 。 車 両 の 始 動 時 は 家 庭 電 源 等 に よ っ て 第 一 ， 第 二 の 充 放 電 器 １  
， ６ の 保 有 電 力 量 は 満 杯 状 態 で 第 一 の 保 有 電 力 量 検 出 装 置 ９ の 端 子 １ ０ は 出 力 を 発 生 し 、  
こ の 出 力 に よ っ て 制 御 装 置 １ ８ は 第 一 の 充 放 電 装 置 １ の 放 電 回 路 を 形 成 す べ く ス イ ッ チ を  
制 御 し 、 第 一 の 充 放 電 装 置 １ を 放 電 状 態 に し て モ ー タ ー ５ を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 状 態 で 第 一 の 充 放 電 装 置 １ の 保 有 電 力 量 が 所 定 量 少 な く な り 、 第 一 の 保 有 電 力 量 検  
出 装 置 ９ の 端 子 １ １ が 出 力 を 発 生 す る と 、 こ の 出 力 に よ り 制 御 装 置 １ ８ は 第 一 の 充 放 電 装  
置 １ の 充 電 回 路 を 形 成 す べ く ス イ ッ チ を 制 御 し て 第 一 の 充 放 電 装 置 １ を 充 電 状 態 に す る と  
供 に 、 制 御 装 置 １ ８ は 第 二 の 充 放 電 装 置 ６ の 放 電 回 路 を 形 成 す べ く 、 端 子 １ ５ に 出 力 を 発  
さ せ て ス イ ッ チ を 制 御 し 、 強 制 的 に 第 二 の 充 電 装 置 ６ を 放 電 状 態 に 切 り 替 え る と 共 に 、 第  
一 の 充 放 電 装 置 ９ の 端 子 １ １ に 出 力 を 発 生 さ せ な い よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 二 の 充 放 電 装 置 ６ が 放 電 状 態 と な り 、 そ の 保 有 電 力 量 が 所 定 量 少 な い 状 態 に な る と 、 第  
二 の 保 有 電 力 量 検 出 装 置 １ ４ の 端 子 １ ６ が 出 力 を 発 生 し 、 こ の 出 力 に よ り 制 御 装 置 １ ８ は  
第 一 の 充 放 電 装 置 １ の 放 電 回 路 を 形 成 す べ く ス イ ッ チ を 制 御 し て 第 一 の 充 放 電 装 置 １ を 放  
電 状 態 に し 、 モ ー タ ー ４ を 駆 動 す る 。 ま た 制 御 装 置 １ ８ は 第 二 の 充 電 装 置 ６ の 充 電 回 路 を  
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形 成 す べ く ス イ ッ チ を 制 御 し て 第 二 の 充 放 電 装 置 ６ を 充 電 状 態 に す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 第 一 ， 第 二 の 充 放 電 器 １ ， ６ の 何 れ か の 保 有 電 力 量 が 最 低 状 態 に 低 下 す る と 、 第  
一 ， 第 二 の 保 有 電 力 量 検 出 装 置 ９ ， １ ４ の 何 れ か の 端 子 １ ３ ， １ ７ に 出 力 が 発 生 し て 表 示  
灯 ２ ８ が 点 灯 し 、 第 一 ， 第 二 の 充 放 電 器 １ ， ６ の 保 有 電 力 量 が 少 な い こ と を 表 示 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ２ は 制 御 装 置 １ ８ の 一 実 施 例 を 示 す 結 線 図 で 、 図 に お い て 、 第 一 ， 第 二 の 充 放 電 器 １ ，  
６ が フ ル 充 電 時 に 、 ス タ ー ト ス イ ッ チ Ｓ １ を 閉 じ る と 、 第 一 の 充 放 電 器 １ → 停 止 ス イ ッ チ  
Ｓ ２ → ス タ ー ト ス イ ッ チ Ｓ １ → 継 電 器 Ｒ １ → 閉 接 点 Ｒ ２ → 閉 接 点 Ｒ ５ の 回 路 で 端 子 １ ０ に  
出 力 が 発 生 し て 、 第 一 の 充 放 電 器 １ の 放 電 回 路 を 形 成 す る 。 ま た 、 メ イ ク 接 点 Ｒ １ の 閉 に  
よ り 、 継 電 器 Ｒ １ は 自 己 保 持 さ れ 放 電 回 路 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 一 の 充 放 電 器 １ の 保 有 電 力 が 所 定 量 少 な く な る と 、 第 一 の 充 放 電 器 １ → 停 止 ス イ ッ チ Ｓ  
２ → 第 一 の 保 有 電 力 検 出 装 置 ９ を 流 れ る 電 流 値 が 所 定 量 少 な く な り 、 端 子 Ｐ １ ， Ｐ ２ 間 の  
電 圧 が 下 が り ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ １ が 導 通 し 、 メ イ ク 接 点 Ｒ １ → 継 電 器 Ｒ ２ → 閉 接 点 Ｒ ｓ →  
閉 接 点 Ｒ ３ の 閉 回 路 で 端 子 １ １ に 出 力 が 発 生 し 、 メ イ ク 接 点 Ｒ ２ を 閉 じ て 継 電 器 ２ を 自 己  
保 持 す る と 共 に 、 次 の 如 く 継 電 器 Ｒ ３ を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
継 電 器 Ｒ ３ は 、 第 二 の 充 放 電 器 ６ → 停 止 ス イ ッ チ Ｓ ２ → 閉 接 点 Ｒ ４ → メ イ ク 接 点 Ｒ ２ → 継  
電 器 Ｒ ３ の 閉 回 路 で 駆 動 さ れ 、 メ イ ク 接 点 Ｒ ３ の 閉 に よ り 自 己 保 持 さ れ る と 共 に 、 端 子 １  
５ に 出 力 を 発 生 し 、 ス イ ッ チ を 制 御 し て 第 二 の 充 放 電 器 ６ の 放 電 回 路 を 形 成 し 、 か つ 、 第  
一 の 充 放 電 器 １ の 充 電 回 路 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 二 の 充 放 電 器 ６ か ら の 放 電 で 、 第 二 の 充 放 電 器 ６ の 保 有 電 力 量 が 所 定 量 少 な く な る と 、  
第 二 の 保 有 電 力 量 検 出 装 置 １ ４ の 端 子 Ｐ ３ ， Ｐ ４ 間 の 電 圧 が 下 が り ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ ２ が  
導 通 し て 、 メ イ ク 接 点 Ｒ ３ → 継 電 器 Ｒ ｓ の 閉 回 路 に よ り 継 電 器 Ｒ ｓ は 駆 動 さ れ 閉 接 点 Ｒ ｓ  
を 開 き 、 継 電 器 Ｒ ２ を オ フ と し て 出 力 端 子 １ １ に 出 力 が 発 生 す る の を 阻 止 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 二 の 充 放 電 器 ６ か ら の 放 電 が 続 き 、 第 二 の 保 有 電 力 量 検 出 装 置 １ ４ の 端 子 Ｐ ５ ， Ｐ ６ 間  
の 電 圧 が 下 が り ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ ４ が 導 通 す る と 、 閉 接 点 Ｒ １ → 継 電 器 Ｒ ４ の 閉 回 路 に よ  
り 、 端 子 １ ６ に 出 力 が 発 生 し 、 閉 接 点 Ｒ ４ の 開 に よ り 継 電 器 Ｒ ３ を オ フ に す る と 共 に 、 継  
電 器 Ｒ １ を オ ン に し て 、 そ の メ イ ク 接 点 Ｒ １ を 閉 じ て 自 己 保 持 し 、 第 一 の 充 放 電 器 １ の 放  
電 回 路 を 形 成 す る 。 こ の 放 電 に よ り 第 一 の 充 放 電 器 １ の 保 有 電 量 が 所 定 量 減 っ て も 、 継 電  
器 Ｒ ２ は 閉 接 点 Ｒ ｓ が 開 い て い る た め 、 端 子 １ １ に 出 力 を 発 生 す る こ と は な い 。 ま た 、 端  
子 １ ０ の 出 力 に よ り 第 二 の 充 放 電 器 ６ は 充 電 状 態 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
  第 一 の 充 放 電 器 １ か ら の 放 電 が 続 き 、 第 一 の 保 有 電 力 量 検 出 装 置 ９ の 端 子 Ｐ ７ ， Ｐ ８ 間  
の 電 圧 が 下 が り ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ ３ が 導 通 す る と 、 閉 接 点 Ｒ ３ → 継 電 器 Ｒ ５ の 閉 回 路 に よ  
り 端 子 １ ２ に 出 力 が 発 生 し 、 閉 接 点 Ｒ ５ の 開 に よ り 継 電 器 Ｒ １ を オ フ に し て 第 一 の 充 放 電  
器 １ の 充 電 回 路 を 形 成 す る と 共 に 、 メ イ ク 接 点 Ｒ ５ の 閉 に よ り 継 電 器 Ｒ ３ を オ ン に し て 、  
第 二 の 充 放 電 器 ６ の 放 電 回 路 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
  第 一 の 充 放 電 器 １ の 放 電 が 続 き 、 そ の 保 有 電 力 量 が ０ に 近 く な る と 、 そ の 電 力 量 で は 継  
電 器 Ｒ １ ， Ｒ ２ ， Ｒ ５ が 駆 動 さ れ ず 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ ５ の み が 導 通 し 、 端 子 １ ３ に 出 力  
が 発 生 し て 表 示 灯 ２ ８ を 点 灯 さ せ 、 保 有 電 力 量 が 少 な い こ と を 表 示 す る 。 ま た 、 第 二 の 充  
放 電 器 ６ の 放 電 が 続 き 、 そ の 保 有 電 力 量 が ０ に 近 く な る と 、 そ の 電 力 量 で は 継 電 器 Ｒ ３ ，  
Ｒ ｓ ， Ｒ ４ が 駆 動 さ れ ず 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ ６ の み が 導 通 し 、 端 子 １ ７ に 出 力 が 発 生 し 、  
表 示 灯 ２ ８ を 点 灯 さ せ 、 保 有 電 力 量 が 少 な い こ と を 表 示 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
  車 両 の 停 止 時 に は 、 停 止 ス イ ッ チ Ｓ ２ を 押 す こ と に よ り 全 回 路 を 初 期 状 態 に す る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 上 記 実 施 例 で は 、 第 一 ， 第 二 の 充 放 電 器 １ ， ６ の 充 電 を 発 電 機 ５ か ら の 発 電 電 力  
の み と し て 説 明 し た が 、 液 体 の 原 料 を 塗 る だ け で 構 成 さ れ る 薄 く 透 明 な ペ ロ ブ ス カ イ ト 型  
太 陽 電 池 を 車 体 の 屋 根 、 ボ ン ネ ッ ト 等 に 塗 装 し 、 そ の 発 電 量 を 充 電 に 利 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 例 で は 車 載 型 充 放 電 器 に つ い て 説 明 し た が 、 太 陽 光 発 電 、 風 力 発 電 、 地  
熱 発 電 、 潮 流 発 電 等 、 充 放 電 装 置 を 用 い る 設 備 で あ っ て は 、 ど の 様 な 設 備 で も 対 応 可 能 な  
こ と は 勿 論 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 は 、 保 有 電 力 量 に よ り 交 互 に 充 放 電 状 態 を 切 り 替 え る 第 一 ， 第 二 の 充 放 電 器 １ ，  
６ を 備 え る こ と に よ り 、 常 に 発 生 す る 電 力 を 効 率 よ く 利 用 で き る た め 、 第 一 ， 第 二 の 充 放  
電 器 １ ， ６ の 容 量 を 少 な く 出 来 る と 共 に 、 発 生 電 力 の 効 率 利 用 が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は こ の 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 図 ２ は 制 御 装 置 １ ８ の 一 実 施 例 を 示 す 結 線 図
【 符 号 の 説 明 】
　 １ ： 第 一 の 充 放 電 器
　 ４ ： モ ー タ ー
　 ５ ： 発 電 機
　 ６ ： 第 二 の 充 放 電 器
　 ９ ： 第 一 の 保 有 電 力 量 検 出 装 置
１ ４ ： 第 二 の 保 有 電 力 量 検 出 装 置
１ ８ ： 制 御 装 置
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ 】

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ２
【 補 正 方 法 】 追 加
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ２ 】
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